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京都府医師会館にて

京都腎臓医会、京都透析医会、京都府医師会共催

（京都PD地域連携WG)





特別講演司会 木下千春先生（京都民医連中央病院） 会場は満員御礼



特別講演 森 建文先生
（東北医科薬科大学 腎臓高血圧内科教授）



WG活動報告 木下千春先生（京都民医連中央病院）
継続支援チーム

WG活動報告 正木浩哉先生（正木医院）
選択支援チーム











開催後記

この度、京都府医師会館にて京都PD地域連携WGのこけら落としとしての独自開催講演会を開催
させて頂きました。当日は事前申し込み者の大半が現地に来られ、会場が満員になるという盛況
ぶり、この新しい領域への関心が高いことを痛感しました。
特別講演の森 建文先生の講演では、様々なキーワードがありました。ライフソムリエという
言葉、その方の人生をよりよく全うするための手段は、PDでもHDでも良い。より長く自宅に居ら
れるために高齢者にPDが向いている。よりしっかりと尿毒症管理のための透析ではなく、緩和的
(Palliative )PDという方法もある。高濃度ブドウ糖腹膜透析液の活用など
木下先生からこのWGの活動目的の説明、そして継続支援チームの活動内容などについて説明が
ありました。正木先生率いる選択支援チームの活動内容の説明がありました。我々WGは、PDを増
やすために活動するのではない、高齢者腎不全患者さんのよりよい生き方に寄り添った療法選択
をするために活動するという胸打たれるコメントもありました。

今後もWG活動を継続していきますが、ぜひ皆様の温かいご支援を頂きますよう、宜しくお願いし
ます。

京都PD地域連携WG 一同
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